
 

 

 

 

 

 

【学校に関係する全ての子ども達、教職員が「安心できる」学校づくりを目指します。】 

「スーツケース」から「ふろしき」の学校へ 

学校という「スーツケース」に子どもを入れようとしている限り、誰一人取り残さない学校づくりは

実現しません。多様な時代に生きる子どもたちです。「スーツケース」のキャパに入る子どもは限られ

ます。長い棒のような個性の子どもはポキッと折らなければ入れません。大きな風船のようなタイプ

の子どもはプシュッと空気を抜かなければならないでしょう。学校に子どもを合わせる時代ではなく

なっているのです。新たな発想で「スーツケース」を「ふろしき」に変えませんか。教職員・地域・保護者

の「ふろしき」を次から次へとつなぎ合わせるのです。「ふろしき」は一枚とて同じものはありません。

大きさもやわらかさもみんな違います。ちがっているからすべての子どもにとっての安心な居場所

が生まれるのです。「ふろしき」はつなぎ合わせて、学校に居場所がない子どもの足元まで無限に広

げることができます。  【大阪市立大空小学校初代校長 木村 泰子】 

木村先生が仰っている「ふろしき」はまさにこれからの教育現場に必要です。担任一人が対応でき

なければ、学年やチームで、それでも難しい場面になれば「地域・保護者」の力を借りながら、子ども

達一人ひとりが「安心」して包み込まれる学校でありたいと思います。 

 ６月２１日（水）枚方市小学校合同音楽会に４年生が出場しました。４年生のやさしくて美しい歌声に

会場は大きな拍手と共に感動の雰囲気となり、子ども達も大きな自信につながったようです。 

２３日（金）オープンスクールへご参観いただきありがとうございました。子ども達の頑張っている

様子を観ていただいたと同時に何かお気づきの点がありましたら学校までご連絡をください。 

これからも、本校の教育活動へのご理解とご協力を宜しくお願いします。    校長 高比良 英男 

【合同音楽会（４年生）】   【オープンスクール】→                        

 

 

 

 

 

 

 

 

【万博記念公園（１年生２年生）】     【東部清掃工場（４年生）】      【市内巡り（３年生）】 

桜丘北小だより   
「一人ひとりを大切にして、一人ひとりが輝ける学校」 
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月 日 曜日

7 1 土

7 2 日

7 3 月

7 4 火

7 5 水

7 6 木

7 7 金

7 8 土

7 9 日

7 10 月

7 11 火

7 12 水

7 13 木

7 14 金

7 15 土

7 16 日

7 17 月

7 18 火

7 19 水

7 20 木

7 21 金

7 22 土

7 23 日

7 24 月

7 25 火

7 26 水

7 27 木

7 28 金

7 29 土

7 30 日

7 31 月

８月11日（金）～15日（火）学校閉庁日
８月25日（金）始業式　　8月28日（月）給食開始

夏季休業日（８月24日 (木)まで）

地区児避難訓練　ほっとるうむ（AM）

えほんの会（２年）

海の日

諸費振替②

給食最終日

終業式

ほっとるうむ（AM）

委員会活動➃

　　令和５年度　７月予定表
行事予定

個人懇談①

個人懇談②

個人懇談③　諸費振替①

個人懇談➃　えほんの会（１年）

個人懇談➄　ほっとるうむ（AM）

【個人懇談週間】 

７月３日（月）～７日（金）  

 

 

 

 

 

 

 

１学期の子ども達の様子をお伝えしたり 

ご家庭での様子をお伺いします。 

限られた時間ですが、ご協力お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

暑い日が続いています。 

水分補給の為にも、必ず水筒を 

持たせてください。 

 

 

 

9月 30日（土） 延期日 10月 4日（水） 

今年度より開催日は土曜日となります。 

プログラムは午前で終了予定です。 

詳細は後日、お手紙でお知らせします。 

 

電話対応時間（平日） 

【午前８時～午後６時まで】 

にご協力をお願いします。 

(1)070-2299-4218  (2)080-7034-4988 

(3)０５０－７１０２－９１２８ FAX：０７２－847-2662 

「学校ブログ」はこちらから👇 

 

 

 

 

 

 「ホーム画面に追加」で簡単にご覧になられます 

【桜丘北小では５つのいじめ防止の取組みを推進しています】 

1.軽微ないじめも見逃しません。 

2.教員一人で対応せず、学校組織一丸となって取組みます。 

3.相談しやすい環境の中で、いじめから子どもを守り通します。 

4.子ども達自身が、いじめについて考え、行動できるようにします。 

5.保護者の理解と協力を得て、いじめの解決を図ります。 


